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はじめに

須田洋平　特定非営利活動法人サードプレイス　代表理事

　2016 年の夏、サードプレイスの設立準備をしていた頃の話です。鶴見区内で活動
を考えていたエリアの自治会町内会に挨拶と相談をしに行った時に、ある地域の方か
ら言われた一言です。

　子どもの貧困の理解が進まない理由の一つに「見えない貧困」の問題があります。
スマートフォンを持ってるんだから貧困ではないと言われる方もいます。まだまだ、
「相対的貧困」の理解が進んでいません。今の子ども・若者たちにとってスマートフォ
ンは、生活の必需品でありお金を使う優先度を変えて無理をしてでも持たないといけ
ないアイテムです。

　理解が広がらないことにより、【地域に暮らす困りごとを抱える子どもたち】が見
過ごされてしまう。その危機感を強く感じました。
　
　現状を変えるためには、子どもたちに寄り添える大人を増やしていく、「子どもの
貧困」という問題を知り、学ぶことで理解を広げていく。そういった取り組みをもっ
と実施していく必要があると思います。

　すべての子どもたちの近くに、頼ることができる大人たちがいる環境を作りたい。
その想いをもって地域に子どもたちの居場所を作り、「子どもたちと地域の大人たち
が出会える機会」を増やす活動を続けています。

　このハンドブックでは、今年度伴走支援をした団体からの質問をもとに、子どもた
ちの居場所づくりをスタートさせる段階で知っておきたいこと、必要な準備をまとめ
ました。これから「こどもたちの居場所」を始めたい、継続の工夫を知りたい。そん
な方に届くと幸いです。

社会福祉士／准認定ファンドレイザー／社会貢献教育ファシリテーター
横浜市社会福祉協議会に入職。2012 年 NPO法人に転職。経済的困窮や
養育などの課題を抱える家庭で生活をする子どもたちの支援事業を担当。
2017 年、横浜市鶴見区にNPO法人サードプレイスを設立。

―『この町に、貧困の子なんていないよ』
2017 年 2月 28 日 法人登記

「こどもたちにはサードプレイスを 大人たちにはこどもたちと出会える場を」
をテーマに横浜市鶴見区で居場所づくりをおこなう。

特定非営利活動法人サードプレイス

子供の未来応援基金事業

啓発・サポーター育成

居場所づくり実践

伴走支援・アドバイザー

ネットワークづくり

本ハンドブックでまとめている事業。
サードプレイスが取り組んできた子どもたちの居
場所づくりのノウハウや居場所の始め方を伝え、
より多くの地域・エリアで活動が増えていくこと
を目指しています。

横浜市鶴見区内の子どもたちの居場所や学習支援
を実施している 10団体以上でつくるネットワー
クを作っています。子どもたちをサポートするチ
カラのレベルアップを目指します。

子どもたちに寄り添える大人たちを増やす、子ど
もたちの生活や環境の理解を促すことを目的に講
演会や研修会を実施しました。

公共施設での子どもたちの居場所づくり
公立中学校の中で放課後学習支援
外国ルーツの子どもたちを対象にしたプレスクール


